
プロローグ／エピローグ：

影を追いかける

どこへ行っても、何をやっても、私は私から逃れることはできない
私自身はどこにも行かない
私自身はいつもそこにいて、まるで影のように、私が戻ってくるのを待っ
ている

展覧会の始まり／終わりを飾るのは、映像作品「シャドーイング」（2022-）

シリーズ。冒頭に引用したのは、作中で繰り返される「私自身」にまつわ
るフレーズです。
本作では、ハワイの日系アメリカ人をモデルに原田が制作した「デ

ジタルヒューマン」が、日系人にまつわるさまざまなエピソードを語って
います。その表情はフェイストラッキング技術によって作者の原田と連
動しているため、彼らの像は原田のアバター（化身）といえるでしょう。

映像には日英字幕が付されています。英語字幕の多くはハワイ・ピジン
英語と呼ばれるもの。「ピジン」とは、2つの異なる言語が接触した結果生
まれた混成語です。本作に登場するピジン英語は、19世紀から20世紀
にかけてハワイに渡った移民やその子孫が発展させたもので、日本やポ
ルトガル、フィリピンといった移民の母語に由来する単語や文法が含ま
れています。その一方の日本語字幕には、広島や山口などの方言が登
場します。

さらに、聞こえてくる「声」にも2種類があることにお気づきでしょうか。一

プロローグ／エピローグ

出入口

《湖に見せる絵》

1Fメディアライブラリー

★音声ガイドについて
ここでは、本展について原田が自らの朗読で
説明するガイドが流れています。

1章

2章

3章

EV

方はハワイの日系アメリカ人、もう一方が原田自身の声です。物語を朗
読する日系アメリカ人の声を原田が「シャドーイング（復唱）」しているた
め、空間には二重の声が響き渡っています。
そこで語られるのは、作家自身が行ったインタビューや文献資料

に基づいて編まれた物語。それは、人種、時代、文化、言語、セクシュア
リティを超えた「私たち」の物語です。しかしながら、冒頭で紹介したフ
レーズに滲む原田の実感は、それが「私自身」の物語でもあることを思
い起こさせます。

1  《シャドーイング（トミゴロウ）》
2023｜ヴィデオ｜5分18秒｜日本ハワイ移民資料館蔵

脚本・編集・監督：原田裕規｜朗読：比嘉ラリー、原田裕規｜ピジン英語：比嘉ラリー｜

英文編集：ジェームス・ケティング｜協力：大谷マリー、比嘉美代、塚本麻莉｜

底本：宮本常一「梶田富五郎翁」「海ゆかば」

海の男たちには農民に見られぬ無鉄砲さと可能性を信ずる心がつよ

かった。

──宮本常一「海ゆかば」『日本の海洋民』（1974）より

本作で取り上げられた物語の典拠は、民俗学者の宮本常一（1907–1981）

による、「海ゆかば」や「梶田富五郎翁」といった短編エッセイ。明治期

以降の漁民の生き方について綴られた「海ゆかば」と、宮本の出身地で

ある周防大島から対馬へと移り住んだ梶田翁からの聞書から取り入れ

たエピソードを、原田は海を越えてハワイへと旅立った移民たちの生き

様に重ねました。

ほかの「シャドーイング」シリーズの作品と異なり、本作では原田が

音声ガイド

̶̶̶̶̶

会場：広島市現代美術館  B-2、B-3展示室

主催：広島市現代美術館
後援：広島県、広島市教育委員会、中国新聞社、朝日新聞広島総局、
毎日新聞広島支局、読売新聞広島総局、中国放送、テレビ新広島、広島テレビ、

広島ホームテレビ、広島エフエム放送、尾道エフエム放送

助成：公益財団法人小笠原敏晶記念財団、公益財団法人朝日新聞文化財団
支援：令和6年度文化庁メディア芸術クリエイター育成支援事業

機材協力：CG-ARTS

̶̶̶̶̶

企画：広島市現代美術館（松岡剛、清水和音）
空間構成：GROUP

会場施工：みづま工房
作品設営：スーパー・ファクトリー（中尾宏嗣、作間未和子、見門隆之、
奥裕美、尾神玲、大木剛、片岡周介）

映像テクニカル：creanative（田中信至）

音響デザイン：小松千倫
グラフィックデザイン：中野豪雄
記録：渡辺真太郎、藤田恵実、村松桂
翻訳：パメラ・ミキ・アソシエイツ、ジェームス・ケティング
̶̶̶̶̶

　　会場撮影可
すべての作品は、撮影およびSNSなどへの投稿が可能です。
ただし、《写真の山》および作品ケース内の資料類の接写はご遠慮ください。

原田裕規：ホーム・ポート
2024年11月30日［土］̶ 2025年2月9日［日］ 

単独で台本を読み上げるパート、すなわち作家の「ひとり語り」が大半を

占めています。どこへ行っても、何をやっても、私は私から逃れることは

できない──少年に扮した原田は、宮本や漁民たちのエピソードを織り

交ぜながら、繰り返しそのことを伝えます。

そしてこの作品には、梶田翁の象徴的な台詞の翻訳が含まれてい

ます。これを訳したのは、齢90を超える日系アメリカ人二世の男性。ハ

ワイ出身でピジン英語ネイティブのこの男性は、梶田翁－宮本の言葉

を次のように「ピジン英語化」して朗読し、原田の制作に大きなインスピ

レーションを与えました。

やっぱり世の中で一ばんえらいのが人間のようでごいす

Go stay go Pakiki all da time! Eh…no give up ‘til you pau!

（直訳：いつだって抵抗する！ ああ、最後まで諦めない！）

2  《シャドーイング（ダン）》
2023｜ヴィデオ｜4分58秒｜日本ハワイ移民資料館蔵｜

脚本・編集・監督：原田裕規｜朗読：ドウェイン・ムカイ、原田裕規｜

ピジン英語：ドウェイン・ムカイ｜英文編集：ジェームス・ケティング｜山口弁：藤井治郎｜

協力：リーン・ミチエ・キムラ｜底本：宮本常一「私の祖父」

壮年期の男性の姿を借りて原田が語るのは、クロという犬や小さなタヌキ

「マメダ」のエピソード。これらの物語は、宮本常一による58年のエッセイ

「私の祖父」を典拠としています。周防大島出身の宮本は、全国を歩いて

徹底したフィールドワークを行い、大文字の歴史から取りこぼされてきた

庶民の暮らしに注目しました。宮本自身の祖父の人となりや思い出話を

綴った「私の祖父」において、宮本は生涯のほとんどを大島の百姓として

生きた「きわめて平凡な」祖父・市五郎の姿を、尊敬と愛情をもって描写し

ています。

宮本と祖父、両者の視点から「私の祖父」を翻案した原田は、市五

郎視点のエピソードをピジン英語、宮本視点のものを標準英語で語る

ことで、まるで祖父・市五郎がハワイ移民であったかのように読める演

出を施しました。さらに、日系アメリカ人の声を原田自身が「追いかけ

る（シャドーイング）」行為は、ここでは過去の祖父の姿を、現在の私－宮本

が記憶の中で「追いかける（追憶）」という行為とリンクし、作品の構造に

いっそうの奥行きを与えています。

3  《シャドーイング（マイコ）》
2023｜ヴィデオ｜7分56秒｜日本ハワイ移民資料館蔵

脚本・編集・監督：原田裕規｜朗読：リーン・ミチエ・キムラ、原田裕規｜

ピジン英語：リーン・ミチエ・キムラ｜英文編集：ジェームス・ケティング｜

協力：カリ・アレクサンダー、ロング里那

本作では「チキンヘッカ」と呼ばれるハワイの郷土料理が取り上げられ

ています。

作中で語られるとおり、チキンヘッカは日本にルーツをもつ料理。こ

のほかハワイでは、「ムスビ」や「マンジュウ」など、かつて日本人移民が伝

えた食べ物が今なお家庭の食卓やスーパーに並びます。世界各国から

ハワイにもたらされた食文化は、元のレシピに忠実なものもあれば、ロー

カライズされて外見や風味が独自に変化したものなどさまざまです。

他方、由来がどうあれ、大切な誰かが作ってくれた「あの料理」の味

わいは、個人の記憶から消えることはありません。実のところ、本作の

一部は、英語・ピジン英語の台本を朗読した日系アメリカ人女性の思

い出に基づいています。

4  《シャドーイング（ケンジ）》
2022｜ヴィデオ｜16分24秒｜日本ハワイ移民資料館蔵

脚本・編集・監督：原田裕規｜朗読：カリ・アレクサンダー、原田裕規｜

ピジン英語：カリ・アレクサンダー｜英文編集：アンドレアス・シュトゥールマン｜

協力：ロング里那、チョ・ヘス、原田真衣、田中茜｜底本：グレン・グラント『ハワイ妖怪ツアー』

「シャドーイング」シリーズ1作目の本作では、古代ローマの学者・プリニ

ウスによる「絵画は、人の影の輪郭をなぞることから始まった」という逸

話が紹介されるなど、「シャドーイング（影を追うこと）」自体が題材になって

います。

その一方で、物語の大半を占めるのは、ハワイで活躍した作家のグ

レン・グラント（1947–2003）が日系アメリカ人から聞き取った「オバケ・ス

トーリー」です。具体的には、ハワイ島で起きた河童騒動、オアフ島で起

きたのっぺらぼう騒動などが取り上げられています。

日本人移民が多く移り住んだハワイでは、まるで人々の影を追うよ

うに、日本のオバケの姿が目撃されるようになりました。本作では「私

はいつ・どこにいても私であり、私でしかない」という台詞とともに、国

境を越えて自由にたゆたうオバケという存在に、移民たちが抱いたで

あろう生の実感が重ね合わされています。

1章：

見ることの力

私たちにとって身近で、時には人生に深く影響を及ぼすものでありなが
ら、それ自体は美術としての価値を認められていないもの。原田はそうし
た存在として、芸術家でなく市井の人々が撮った写真に注目してきました。
それは人々が個人的に撮影し、所有してきたものです。しかし、さま

ざまな事情から持ち主の元を離れ、来歴不明となったことで、あらゆる
意味付けや価値付けが難しくなってしまった写真たち。2017年より、作
家はこうした写真の回収を続けています。

誰が写っているのか？ どこで撮られたのか？ 誰が撮ったのか？──あらゆ
る情報が剥がれ落ちた写真は「どう見ていいのかわからない存在」です。
しかし、それは特定の誰かにとってはかけがえのないものでもあったはず。
そこで、その存在に報いるように、原田は一枚一枚の写真を丹念に

見つめ直してきました。《写真の山》では、これらの写真が実際に触れら
れるかたちで展示されています。《One Million Seeings》では、まるで
弔うように、24時間休むことなく作家が写真を眺める様子が映し出され
ています。

5  《写真の山》
2017-｜写真、アルバム、他｜作家蔵

ここに集められている写真のほとんどは「捨てられるはずだった写真」

です。不用品回収業者や産廃業者らによって日々回収され、捨てられ

ていることを知ったことをきっかけに原田が集め始めたこれらの写真

は、現在約20万枚以上を数えています。

作家が業者を取材したところ、それらは「売れるもの」と「売れないもの」

とに選別され、前者は市場に出され、後者は廃棄されていることがわかりま

した。そこで彼らの許可を得て預かるようになったのがこれらの写真です。
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その回収の経緯から、多くの故人の姿を収めていると考えられる写

真群。そうした人々の生涯にわたるイメージを、写真を通じて追体験し

ているうちに、その人の存在が脳裏に焼き付き、知らない人が夢に出る

ようにさえなったと作家は語ります。

それに対して、作家がこれらの写真の対極にあると考えているのが、

「ファウンド・フォト」という名称で括られるアート作品です。匿名的な

写真を芸術的な視点で「発見」し、写真の文脈を置き換えることによっ

て、その見え方を変化させるというファウンド・フォトの手法。

それによって誰かの撮った写真には「アート」という地位が与えられる

かもしれませんが、誰かの心に焼き付いてまでこの世に残ってしまう気配の

ようなものが失われてしまうのではないか？──どんな意味付けもせず、誰

でも手に取れる状態でこれらの写真が展示されていることの背景には、写

真が醸し出す「匂い」のようなものを奪いたくないという作家の意図が見え

隠れしているのです。

6  《One Million Seeings》
2024｜ヴィデオ｜24時間｜作家蔵

パフォーマンス：原田裕規｜シネマトグラフィー：渡辺真太郎、藤田恵実｜

撮影協力：那須高原 森のキューブ

7  《One Million Seeings》
2023｜ヴィデオ｜24時間｜作家蔵

パフォーマンス：原田裕規｜シネマトグラフィー：渡辺真太郎｜ロケーション：有楽町ビルヂング｜

協力：YAU STUDIO｜制作委託：TOKYO PHOTOGRAPHIC RESEARCH PROJECT

8  《One Million Seeings》
2021｜ヴィデオ｜24時間｜作家蔵

パフォーマンス：原田裕規｜シネマトグラフィー：渡辺真太郎｜ロケーション：ホテルグレイスリー新宿

9  《One Million Seeings》
2019｜ヴィデオ｜24時間5分21秒｜広島市現代美術館蔵

アドバイザー：和田信太郎｜アシスタント：中橋健一、村松桂｜技術協力：コ本や honkbooks｜

撮影協力：KEN NAKAHASHI

24時間にわたり、自ら集めた写真を作家自身が見続ける様子を記録し

た映像作品。「行き場のない写真」の「行き場」をつくる試みとして実施

されたパフォーマンスの記録映像です。

作中で原田は「写真との関係性が結ばれるまで見る」というルール

のもと、自身と写真の間に何らかの関係性を見出そうとしています。それ

と同時に、本作では「写真に向けられた最後のまなざし」をパフォーマー

／鑑賞者が追認することも目指されています。一度は捨てられた写真

がふたたび人目に晒されることによって、写真をめぐる親密圏が持ち主

のもとから、出演者のもとへ、鑑賞者のもとへとこだましているのです。 

また、鑑賞者にとって本作は、ランダムに映し出されるさまざまな情景

のスライドショーとして見ることもできます。無作為に映し出されるさまざま

な写真は、そこに誰かが感情移入することを拒みはしないのです。

さらに、映像の背景では、撮影地の眼下を行き交う人々の声、パト

カーのサイレン音、音楽ライブの演奏などのサウンドスケープが鳴り響

き、豊かに変化する人 の々営みが覆い被さるように聞こえています。

2章：

何かを待つような感覚

本章で紹介するのは、長さが33時間19分あるCGアニメーション／ナ
レーション・パフォーマンス作品の《Waiting for》。
ゲーム製作などに使用されるソフトウェアを用いてつくられた本作

には、100万年前、もしくは100万年後の地球をイメージして生成された
3つの空間が登場します。それは、オープンワールドゲームのようにどこ
までも広がる仮想空間です。

そこには、作家が33時間以上にわたってノンストップで朗読した、地球上
に現存する全ての動物の俗名が響き渡っています。たとえば「ミズベハチ
ドリ（水辺に棲む蜂のように小さな鳥）」のように、人から見た外見的特徴などか
ら成る動物の俗名には、自然に名前を与えた人間の視点が含まれます。
その一方で、映像には一切の人も動物も登場しない、物悲しい風景

が映し出されています。それを見るとき、私たちは既に何かが去ってし
まったあとの情景を前にしているのでしょうか。それとも、何かの到来を
待ちわびているのでしょうか。

10  《Waiting for》
2021｜ヴィデオ｜33時間19分26秒｜作家蔵

朗読・編集・監督：原田裕規｜CGIデザイン・アニメーション：SUNJUNJIE｜

リサーチ・音響編集：田中茜｜協力：村松桂、西尾完太

3章：

夢のような光景（ドリームスケープ）

2020年ごろより、ドリームスケープと呼ばれるCG表現の潮流が流行し
ました。その特徴として挙げられるのは、あからさまに架空の光景である
こと、戦争や自然災害などは存在しないような安心感、あらゆる生物の
不在感などです。
一方の現実世界では、コロナ禍や災害、戦争などが頻発し、世界中

の人々が危機に直面しています。だからこそドリームスケープのビジュ
アルは、現代という時代の空気感を裏返しに反映したものとして見るこ
とができるのです。

本シリーズは、こうした潮流に影響を受けながら、作家の個人的な記
憶が投影されたものでもあります。それは、かつて原田自身が目にした
「夢のような光景」です。

それによると、かつて原田が暮らしていた町には、終末期医療の病
棟に併設された庭のような空間がありました。人が最期の瞬間を迎え
るにあたり、少しでも苦痛を和らげるためにつくられたその空間は、非現
実的なほど静かに見えたといいます。その情景を描こうとしたことから、
原田の創作活動は始まりました。
生と死のコントラストが強い影を落とす「夢のような空間」。原田に

よるドリームスケープには、こうした空間のイメージが重ね合わされてい
るのです。

11  《ホーム・ポート》
2023/2024｜インクジェットプリント｜作家蔵｜CGI：SUNJUNJIE

＊4作品

《ホーム・ポート》について
「ハワイといえば海のイメージがあるけど、ぼくは風の島だと思う。じゃけ
え、ハワイでドライブするときにはエアコンは切りんさいね。窓を開けて走
るのが気持ちええけえ」

広島出身で、ラハイナで暮らす僧侶の知人が話していた言葉だ。彼と出
会って以来、ハワイでドライブするときには窓を開け放つようにしていた。

この作品は、ハワイ・マウイ島のラハイナを題材にしている。
ラハイナ──歴史あるこの町の名前が連想させるものは、100名以

上の死者を出し、町の大部分を燃やし尽くした2023年8月の大火を境
に大きく変わってしまった。被害を拡大させたのは、最大秒速35メート
ルの異常な強風だった。

元 ラ々ハイナは、ザトウクジラが集まり沖合で出産をする場所として知ら
れていた。それが19世紀に入ると、ハワイ王国の首都として栄えることに
なる。当時は捕鯨が一大産業となっており、アメリカの捕鯨船の多くが
太平洋各地でクジラを獲ったあと、ラハイナに立ち寄って長旅の疲れを
癒していた。
ハワイの主な産業が観光業になった戦後には、古都の風情を伝える

観光地として栄え、ロバート・リン・ネルソンやクリスチャン・ラッセンを育んだ
「マリンアートの聖地」としても有名になる。

さらにラハイナは、日系人ともゆかりのある町だった。プランテーショ
ン時代に多くの日本人が移り住んだラハイナには、いくつもの仏教寺院
が建てられた。そのうちのひとつ、ラハイナ法光寺は、ぼくが暮らしていた
岩国市灘地区の近くにある由宇村出身の僧侶によって建立された。し
かし、100年以上の歴史をもつ寺院の数 も々、あの日ラハイナを襲った
炎に飲み込まれてしまった。

こうして、ラハイナの町は現在に至る。しかし何があったとしても、これから
もあの場所にラハイナが在り続けることには変わりがない。クジラたちに
とって、ハワイ人にとって、日系人にとって、かけがえのない「母港」であっ
たラハイナ。
望むならば、彼らがいつでもそこに帰れるように、ラハイナ出身のアー

ティスト・ラッセンが同地を描いた作品《ホーム・ポート》の構図を引用し
ながら、遠い未来のラハイナを思い描くようにしてこの作品を制作した。

———原田裕規

12  《光庭》
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《光庭》について
この空間のモデルになったのは、広島市現代美術館にある「光庭（ひか
りにわ）」だ。
広島出身のぼくにとって、自身と同じ1989年に生まれた広島現美は

特別な場所だった。黒川紀章が設計したこの美術館は、神殿のようであ
り、未来的でもあり、ここに来ることでくだらない現実から一時的にでも逃れ
ることができるのだった。

大人になったいま、この美術館で個展ができることが決まり、特に印
象的だった光庭に作品を置きたいと思った。しかし、どうやっても展示案
が決まらない。考えれば考えるほど、この空間はいかなる展示にも適さ
ない「ヴォイド」として構想されたように思えたからだった。

そこで、光庭に作品を設置する代わりに、光庭じたいを題材にしてみるこ
とにした。そうして生まれたのがこの作品だ。
画面の中には、スペインのデザインスタジオ「Yono（ヨノ）」が手掛け

た名作椅子、バレンシア・チェアを配置した。そして室内には、アメリカ
の国民的画家、エドワード・ホッパーが好んで描いた「白い夕陽」を差し
込ませてみた。
音のないひだまりに置かれた一脚の椅子。そこに腰掛けたときに目

に映るのは、果たしてどのような光景なのだろうか。
———原田裕規

13  《残照》
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＊2作品

《残照》について
《残照》──このCG風景画に描かれているのは、山口県岩国市灘地
区の山々だ。中景に見える米山の先には、ぼくが幼少期を過ごした町
があり、そこにかつてあった「夢のような光景」を描くために創作活動を
始めたのだった。14歳のときのことである。
この絵には2枚の着想源がある。東山魁夷の《残照》（1947）と、カス

パー・ダーヴィト・フリードリヒの《リーゼンゲビルゲ》（1830–1835）だ。どちら
もよく似た構図の作品で、手前から奥に向かって、山々が一定のリズム
を打つように配置されている。

日本に初めてフリードリヒを紹介した東山は、《残照》を描いた当時、人
生のどん底にいた。敗戦後の混乱期に病気で母を失い、負けじと描い
た作品は日展で落選。その結果を知った直後、美術館から帰宅する
と、今度は弟の危篤の知らせが届いていた。こうして最後の肉親である
弟も失い、「絵を見せたい相手」をすべて失ったあとに描かれたのが東
山の《残照》だった。
そこには、千葉にある九十九谷が描かれている。しかし遠景には、東

山がさまざまなものを失ってきた旅路の中で目にしてきた光景──たとえ
ば、長野にある八ヶ岳など──が合成されている。つまり、奥に向かって
山々が連なるこの風景は、空間的な距離感の上に、時間的な距離感（＝東
山がさまざまなものを失ってきた過程）が重ねられた光景でもあったのだ。

そんな山々のリズムを、まるで影を追いかけるように、上からなぞってみ
たいと思った。14歳で創作活動を始めて以来、多くのものを得ると同時
に、多くのものも失ってきた。
それらの光景に思いを巡らせながら、遠景にはまだ見たことのない

「フリードリヒの山」を描き加えて、この作品を完成させた。
———原田裕規


